
環境教育って
言うけど…



今後の課題として
認識はしてもらって
いるとは思うけど…





しっかりと声が
届いている事には
本当に感謝しか
ありません!!



取り組み自体はGood!!
是非町HPでもアピール
して下さい!!

〔保護者の方からのご意見〕
給食で使用される食材…特に冷凍食品(ハンバーグや冷凍魚、コ
ロッケ等の原材料や添加物が気になる。
また、調理で使用する食用油の品質が「大切」だとオーガニック
食材などを扱うプロからアドバイスをもらったのですが…大丈夫？



〔保護者から寄せられた意見〕

小学校では自由だったはずのものが、中学校からいきなり「校則」という縛
りで自由度が減る一方で、そのルールを守る意義に関しては、教師からもまと
もな説明がされていない？そもそも説明できないものがあるではと思う。

時代にそぐわない校則も見受けられるし、一度見直してほしい。

〔保護者から寄せられた意見〕

2学期制は、学校側や教師にとってはメリットが多い様だけど、実際の生徒
にはむしろ、学期ごとのメリハリが少なくメリットとしても薄いのでは？

全国的にも、2学期制から3学期制に戻している学校も多いと聞いている
し、今後の方向性を検討してほしい。



〔中高生議会での生徒からの要望〕

・ChromeBookの活用を進めるにはWi-Fiの設置が必要。
・中学校の特別教室にはWi-Fiが整備されていない。
・それ以外の通常教室でも電波の入りが悪い事がある

学習する上で、Wi-Fi環境の整備はとても大切な環境なので、
中継システムの設置を含め、改めて環境の充実を図ってほしい。

〔保護者から寄せられた意見〕

学校から持ち帰るChromeBookについて…
確かに持ち帰りには、保護者の承諾の基に持ち帰りしている現状だが。

学校側で端末自体にアクセス制限を掛けてほしい!!

子どもに与えているスマホには、家庭でアクセス制限をかけて、
一定の管理しているのに、結局は、学校から持ち帰ったChromeBook
で、夜通しYouTube等の動画を観ていたりして困っている。



・平成24年以前の特別支援教育を受けていない教職員の数は把握はしていない。
・当町には特別支援教育のプログラムまでは無いが、随時研修や講座、会議などを実施している。
・特別教育支援員の方にも、採用後は研修をしている。

折角、議会を通してやり取りしたのだから
何か一つでも、検討された項目や
新たに考えられた施策などあってほしい!!



・特別支援教育における指導や支援、教職員の専門性の向上
・特別支援教育の個に応じた支援
・特別支援学級の増加による環境の整備について



課題：教育相談員が非常勤で週２日の勤務のため、十分な連携や調整をとることが難しい。

課題解決への方策
⇒不登校相談が増加する中、教育相談員の勤務時間の再検討を行う。
専任教諭等と、チームとして児童生徒に関わるため、情報共有や見立て等の時間を確保する必要がある。
また、相談先として青少年センターの相談機関やフリースクール等、多様な機関と連携し、取り残さない
取組を継続していく。

令和5年、神奈川県のHPに登録されているフリースクールは33校。うち、近隣自治体に絞ると(逗子、
鎌倉・横須賀)7校。独自調査では、葉山・逗子にプラス数校存在しているが、全体数や規模なども
含め、充実しているとは言える状況ではなく、更に連携となるとハードルが極めて高い状況では？

〔保護者から寄せられた質問や意見 その１〕

・葉山で学校へ行かない、いけない子どもたちが増え続けていることへ対する具体的な対応、
対策はどのようにしているのか？（数の把握、公表、問題提起からの解決策）

・また学校へ行かない、いけない子どもたちの対応を担任の先生だけが対応するというのは
学校の方針なのか、教育委員会としての見解はどうなのか？



●鎌倉市 令和5年9月1日かた受付開始

「鎌倉市フリースクール等利用児童生徒支援補助金」制度

〔補助額〕

〔保護者から寄せられた質問や意見 その２〕

・学校へ行かない、行けない子どもを抱える家庭にとって、ハード面だけでなくソフト面で
のサポート体制が今後必要不可欠になると思いますが…。

⇒学校へ行かないからフリースクールへ行けばいいという問題ではなく、フリースクールへ
通わせる事も、家で子どもを見るの事も家庭の負担です。自治体としてサポートしていく
体制づくりは考えてほしい。

1人あたりの補助金額は、
1月につき利用料等の3分の1の額
※10,000円を上限とします。

・甲賀市／草津市／米原市 利用料1/2 上限4万円
・東京都 月2万円の補助

～地域ぐるみで葉山のこどもたちのためにできること～

シンポジウム・交流会 2023.9/22

今後の葉山の子育て環境
の向上に期待が持てた
とても素敵な
時間でした!!

こうした
意見交換や
交流の場を、町側の主催としても実施して欲しい!!



2020年6月1日に施行された「労働施策総合推進法（通称：パワハラ防止法）」
この時点で義務化の対象だったのは大企業のみで、中小企業は努力義務。
しかし、2022年4月1日より中小企業も義務化されることとなり、職場内のパワーハラス

メント防止措置が全面施行となる。
今後すべての企業は、パワハラ防止方針の明確化や相談体制の整備、パワハラに関する労使
紛争を速やかに解決する体制を整えることが義務となる。

厚生労働省に寄せられた
R2年度「いじめ・嫌がらせ」に関する

相談件数は79,190件。
これは「パワハラ防止法」違反の疑いのある

相談とは別で、大企業の職場における
パワハラ相談件数18,363件を

合せると過去ワースト!!



パワーハラスメント対策の取組状況 セクシュアルハラスメント対策の取組状況 マタニティハラスメント対策の取組状況

ハラスメントの内容と、ハラスメントがあってはならない旨の方針を明確化し、
管理・監督者を含む職員に周知・啓発している。

◎ ◎ ◎

ハラスメントの行為者については、厳正に対処する旨の方針・対処の内容を規則
等の文書に規定し、管理・監督者を含む職員に周知・啓発している。

◎ ◎ ◎

相談窓口をあらかじめ定めている。 ◎ ◎ ◎

相談窓口担当者が、内容や状況に応じ適切に対応できるようにし、ハラスメント
が現実に生じている場合だけでなく、発生のおそれがある場合や、ハラスメント
に該当するか否か微妙な場合であっても、広く相談に対応している。

◎ ◎ ◎

事実関係を迅速かつ正確に確認している。 ◎ ◎ ◎

事実確認ができた場合には、速やかに被害者に対する配慮の措置を適正に行って
いる。

◎ ◎ ◎

事実確認ができた場合には、行為者に対する措置を適正に行っている。 ◎ ◎ ◎

再発防止に向けた措置を講じている。 ◎ ◎ ◎

相談者・ 行為者等のプライバシーを保護するために必要な措置を講じ、周知し
ている。

◎ ◎ ◎

相談したこと、事実関係の確認に協力したこと等を理由として不利益な 取り扱
いを行ってはならない旨を定め、職員に周知・啓発している。

◎ ◎ ◎

通知 ◎ ◎ ◎

パンフレット・ポスター ◎ ◎ ◎

ＨＰ・庁内イントラネット × × ×

研修・講習 ◎ ◎ ◎



●福岡県条例は、政治分野における男女共同参画の推進に関する法律等の趣旨を踏まえ、
「福岡県内全ての地方議会に関する議員によるハラスメント又は議員若しくは議員とな
ろうとする者に対するハラスメントを根絶する」（１条）を目的としている。

政治分野におけるハラスメントに限定したうえで、議員によるハラスメントのみならず、
有権者から議員や議員となろうとする者に対するハラスメント（いわゆる「票ハラ（投
票ハラスメント）」）をも対象にしている。

●愛別町条例は、議員による職員に対するハラスメント及び議会内における議員間のハラス
メントを防止することを目的としている。

●あさぎり町条例は、議員並びに町長、副町長及び教育長によるハラスメントを対象。

●大和市条例は、職員、市長等（市長、副市長及び教育長）及び議員によるハラスメントを
対象としている。。



「住み続けたい街ランキング」
⇒2年連続全国1位？

「広報はやま」
⇒神奈川県広報コンクールでは連続表彰
⇒2022年全国広報コンクールでは総務大臣賞受賞

町の公式インスタグラム
のフォロワー数は

町民人口を越え3.8万人!!
その他、エシカルアクションなど、
新しい取り組みにも積極的なのに…
ホームページだけが取り残された

感が否めないのは
何故だろう？



良質な自治体ホームページとはどのようなものだとお考えでしょうか？
私は、『調べやすさ・見やすさ＞地域の特色＞綺麗さ』だと思っています。

なぜかというと、自治体ホームページを1番見るのは『地域住民』だからです。

しかし、調べやすい・見やすいホームページが必要なのはわかっていても、
1から考えるのは非常に大変ですよね。
そう思いまして、私が代表して1724市町村のHPを全て確認しました。
（所要時間は10時間ほどです）

その中から、各都道府県につき1つの自治体をご紹介いたします。（NO.1決定戦）

私の私見とはなってしまいますが、全1724市町村のHPを確認した人はほとんど
いないと思いますので、参考にしていただければと思います。

各都道府県のNO.1を決定するに当たっては、左記「HPチェックポイント」を判断
基準にして公平に決定しました。

また、全てのページを見ていると時間がいくらあっても足りないため、『初めてHP
を見に来た人が子育て情報を確認する』という場面を想定して確認しました。



当町の場合…、タップ数は変わらないものの、ページのメリハリが
無く少し分かりずらく感じる。
おそらくここかな？といった利用者の迷いが生じるようなタイトル
表記が多く、ページ全体の文字も小さく読みずらさも否めない。

「葉みんぐ」のバナー
が単独で貼られた事は

Goodです!!

公式LINE
リッチメニューの
リニューアルも
Good!!です。
素晴らしい!!



全体的に見易く情報が簡潔にまとめられているのがGood!!
カテゴリー別のお知らせがあるのもタイムリー!!


